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1

引渡日が記入されていない

契約書に記載されている引渡日を記入してください。

契約書に記載されていない場合には、

補修工事が完了し、工事施工業者から実際に引渡しを受けた日を記入してください。

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

1.申請者の情報ついて（申請書3/5枚目) 1-1



2

「住宅部分の床面積」が記入されていない2

「契約時の消費税率」が選択されていない3

3

44
45

47
53

補修工事の契約をした時点の消費税率に、必ずチェックをしてください。

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

2.給付申請額の計算について（申請書4/5枚目)

［ご注意ください］

！
・店舗併用住宅や事務所、車庫、物置等の、専有する住宅部分以外を含む場合は、

図面等で確認できる住宅部分の床面積を記入してください。

・東日本大震災以降に増築している場合は、

増築前の被災時点の被災住宅の不動産登記で確認できる床面積を記入してください。

・未登記の場合は、H23年度の固定資産税の記載事項を証明する書類で、確認できる

住宅部分の床面積を記入してください。

［ご注意ください］

！
消費税率が５％での契約は、申請対象外です。

「住宅部分の床面積」には、補修工事を行った

被災住宅の不動産登記事項証明書の表題部

に記載されている、被災時点の建物の床面積

(併用住宅などの場合、専有する住宅部分に

限る）の合計を記入してください。
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1 458 000

4

4 「実際に支払った補修工事費(税込金額)」が記入されていない

適用を受けている消費税率の該当する記入欄に、実際

に支払った補修工事費(税込)の合計を記入してください。

1 350 000

5 6

5
「実際に支払った補修工事費(税抜金額)」が

記入されていない

領収書に税抜き金額の記載がある場合には、その金額を記入してください。

記載がない場合には、税込の補修工事費÷1.08(消費税率8％時）で計算した金額を記入してください。

6 「実際に支払った消費税増税分」が記入されていない

領収書に消費税額の記載がある場合には、その金額を記入してください。

記載がない場合には、税抜きの補修工事費×0.03(消費税率8％時）で計算した金額を記入してください。

40 500

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

2.給付申請額の計算について（申請書4/5枚目) 2-2



7

7
8

9

口座情報の「金融機関コード」の記入がない、通帳コピーと一致しない

「支店コード」が通帳コピーと一致しない

振込先となる、(代表)申請者の通帳に記載されている、4桁の金融(または銀行)コードを記入してください。

記入した際に確認した通帳の記載面をコピーして」提出してください。

３桁の支店コード（または店番号）についても通帳で確認した記載面のコピーを提出してください。

口座情報の「支店名」が通帳コピーと一致しない

振込先となる、(代表)申請者の通帳に記載されている、支店名を記入してください。

記入した際に確認した通帳の記載面をコピーして提出してください。

口座情報の「口座名義人(フリガナ)」が通帳コピーと一致しない

振込先となる、(代表)申請者の通帳に記載されている、口座名義人をカナ表記(カタカナ)で記入してください。

記入した際に確認した通帳の記載面をコピーして提出してください。

8

9

［通帳記載の例］
通帳の表紙をめくり、口座名義などがカタカナで記載

してあるページの銀行名の横等に「銀行コード」として

記載されている銀行もあります。

［金融機関コード／銀行コード］

［支店コード／店番号］

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

3.給付金の振込先情報について（申請書5/5枚目)

［ご注意ください］

！ 給付金の振込口座として、定期預金口座を指定することはできません。

※金融コード、支店コードが分からない場合は、

銀行等にお問合せください。
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「補修工事の内容」に記入した、補修工事分の契約書が不一致

申請する補修工事に対応する契約書・領収書をご用意ください。

契約書や領収書で、補修した工事の内容や金額が確認できない補修工事がある場合は、

添付されている契約書・領収書の工事のみが申請の対象となりますのでご注意ください。

10

10

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

4.複数の補修工事を行った場合に提出いただく申請書について（別紙➋)

［ご注意ください］

！
見積書や請求書では、契約書の代替とすることはできません。

必ず工事を行った補修工事施工者との契約書を添付してください。

契約書がない場合や不明な場合は、補修工事施工者にご相談ください。
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2

１階リビングの床

床材(フローリング）の破損

床材(フローリング）の貼替

被災住宅を補修したことを証明する「補修工事証明書」に記入した被災箇所ごとの「補修工事内容

確認書」を用意してください。

（補修工事箇所が２箇所の場合、補修工事内容確認書は2枚になります）

11

11 「被災箇所」に記入した分の、「補修工事内容確認書」と一致しない

「補修工事内容確認書」が提出されていない

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

5.補修工事の内容を証明する添付書類（補修工事証明書)

1

玄関（エントランス周辺）

5-1
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2

12

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

5.補修工事の内容を証明する添付書類（補修工事内容確認書)

補修工事証明書及び補修工事内容確認書を記入された方は、

必ず押印をしてください。

申請者は、提出前に作成者の押印があることを確認してください。

12 補修工事の確認を行った者(補修工事証明書の記入者)の押印がない

5-2
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12

申請者の方が作成することはできません。

被災住宅の補修に携わった工事施工者、または建築士の資格を有する者に、書類の

作成を依頼してください。（書類作成費が必要な場合があります）

または

建築士
補修工事
施工者

○○免許証明証
○○免許証明証

「補修工事証明書」および「補修工事内容確認書」は、以下の方に作成してもらいます。

補修工事を行った状況が確認できる、被災箇所の「補修工事前の写真」と「補修工事後の

写真」を、被災箇所毎の補修工事内容確認書に貼付してください。

補修工事前と補修工事後の写真がない

貼付した写真では補修工事箇所が分からない
13

撮影例

補
修
前

補
修
後

被災している箇所がはっきりと

わかるように撮影してください。

補修した箇所が比較できる

ように撮影してください。

剥がれ落ちたタイル

ひび割れた壁面

※補修工事前の写真が用意できない（補修工事前に写真を撮り忘れた等）場合は、

コールセンターにご相談ください。また補修工事完了後の写真は、必ず貼付してください。

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

5.補修工事の内容を証明する添付書類（補修工事証明書等) 5-3



実際に支払った補修工事の金額を示す領収書(コピーを提出) については、［補修］申請の手引き

（Ｐ29）を参照してください。

領収書の但し書きが記入されていない

領収書に、

補修工事である旨の記載がない場合は、工事

施工者に「補修工事」であることの記載を依頼し、

提出してください。

14

領収書のコピーが不鮮明で、工事代金等が確認できない15

金額がはっきりと、読みとれるように領収書をコピーしてください。

※「7.コピーした添付書類について」も参照してください。

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

6.補修工事金額を示す添付書類（領収書)

収入印紙の貼付がない16

領収書に収入印紙が貼られていない場合には、

補修工事を行った工事施工者に、印紙の貼付を依頼してください。

※後納や別途、工事施工者が支払っている場合は除く
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［申請不備となるコピー例］

コピーが濃いために文字が読み取れない

コピーした文字がつぶれて読み取れない

コピーが薄いために文字が読み取れない

提出いただく申請書（1/5枚目）に提出書類の「原本」

または「コピー」の記載があります。

コピーした書類を提出する時には、

文字がはっきりと読み取れることを確認してください。

給付申請における「よくある間違い・不備」＜補修＞

7.コピーした添付書類について

［良いコピー例］(通帳の記載面の例)

コピーした添付書類が不鮮明のため、内容が確認できない17

17
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